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　　　C－52　和服寸法､設之上の考察－長着と下着の衿の閤係－

　　　　　　相々大業貰　･I竹やJ予　れ片房子　o 藤沢美智子

　目的　そ衿ぱ、衿元だけの却分的な美レタだItでなく、和装全体り総合美とレて重

本な却分でめゐ. 長着と長し）ばんの衿は、互に揃っていゐごと^>･<’外観上-i!3-iしい。
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較検討したので■、その結果き報告すゐ、

　方法　試料として凍着にウー･レi也、長し）ばん(こ7 irデート地き甲･> rこ。衿肩明り

切り方ItヽA ･ 肩山線Ji . B ･肩山より積身頃tこ2 ，-m秀っre位置, c ･ A の型紙で広

木゛り衿付線にそってI cm のMIX｀き残す、とI r=。衿肩明すﾀ去It、長着はそれそ･七町

cm のもの3 種類、長じ）ば｀んは、それぞれ籾m.とれ）c≪のもの乙種瀬き製作した、　ぞ

4 r喫標準型がﾃいこ蒼I?I ,t it T , IS種類の組金色による三っ衿間の衿幅の出方、乙

・衿開のなじみぐゐい、前面のず衿の輿IT き秘験若3 ゐにより判定した。

　結果　衿幅について一同種､心る組合■c- は、両者の衿希山川揃･ヽて好iしヵヽつた。

長着3と-fe じ'* (J'X A・C で･IS、£つ衿間７･半衿*川～乙cm 戯て好ましくな･･ヽ-I だ。

2.っ衿間・なじみぐあい一同種の組合せ ７･は、Is] すのt刀I) ヤカ^i｀■5-~じみ川漬ｳヽつかこ。長

じｊばん5 (3、どの刀'j すにもほばなじ｀んだ。　　-ii着B t長じ、ぼ’ん/＼ X･･It、衿肩明

止リす近で' iSl巻の衿棺ム仔μ～2 ・離れ見苦いしだ。前直lの半衿の広すについて一

同種の絃合it 心ﾁましヵにた。長着A ■ Cと長じ）ばん£とで･(S、肩ムカヽらし'･'■前か

付近で･半衿吋極端にぴっこみ、fz ゐみL" わが 見られた。長着Ｂと長じ）ばんA ■ Cと

て■(3 、キ樫゛｀局山付近まX;･t I 。内外出て見若しヵヽつt~。


